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わかやま魅力発信人　｜　岡本良太さん



編 集 後 記
　私は大学時代を石川県の金沢市で過ごしました。初めて町を歩いた
時に目についたのは、ちょっとした川沿いの遊歩道や、お寺の門前、
坂道の登り口などに設置された文学碑。そこでは、その場所が登場す
る小説の一説が、作品の解説とともに紹介されていました。当時はそ
れほど読書をするほうではありませんでしたが、目の前の景色を表現
した作品の文字を追いかけると、それぞれがものすごく面白そうに見
えたのを覚えています。
　今回の特集は「和歌山の本を読もう」。万葉の時代から都人のあこ
がれの地だった和歌山は、古くから多くの文学作品の舞台となってき
ました。近代以降の小説では、私たちがこれまで目にしたことがある
ような場所もたくさん描かれています。これらの紹介を通じて、私が
金沢で感じたようなちょっとした興奮を、読者のみなさんにも感じて
いただきたい。そう思ったのが今回の特集のきっかけです。コロナの
影響で、いろいろと難しい状況が続きますが、読書の旅を通じて、和
歌山の魅力を再発見してもらえれば幸いです。

編集長　宇治田 健志

印刷物を中心に広報活動をお手伝いする会社
です。「ほうぼわかやま」の発行や本づくりを通
じ、文字による地域文化の振興を目指していま
す。就職応援 BOOK 「COURSE（コース）」や、
キャリア教育本「さくらノート」も発行しています。

［沿革］創業 1972 年。設立 1981 年。

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ http://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008 年から年 2 回発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と
社内の活性化の両立を図ることを目的としています。
設置場所：和歌山市内の郵便局、コミュニティーセンター、TSUTAYA WAYなど

詳しくはホームページをご覧ください。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

和歌山県、本屋プラグ、総本家駿河屋、海野製菓
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ウ
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代
を
生
き
抜
き
、和
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再
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世
界
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
猛

威
が
吹
き
荒
れ
、
和
歌
山
県
も
大
変
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
世
界
中
に
拡
が
っ
て
し
ま
っ

た
今
と
な
っ
て
は
、
も
は
や
コ
ロ
ナ
と
う
ま
く
折

り
合
い
を
つ
け
て
生
き
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
で
は
引
き
続
き
、
県
の
保
健

医
療
行
政
が
早
期
発
見
、
早
期
隔
離
、
徹
底
し
た
行
動
履
歴
の
調
査
に
よ
る
感

染
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
に
は
、
安
全
な
生
活
、
安
全

な
外
出
、
安
全
な
営
業
に
気
を
付
け
つ
つ
、
な
る
べ
く
普
通
ど
お
り
の
生
活
や

経
済
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
上
で
和
歌
山
県
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま

ず
は
、
成
長
へ
の
新
し
い
芽
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
建
設
を

契
機
と
し
た
新
産
業
の
創
出
、
I
R
誘
致
、
I
C
T
企
業
の
誘
致
な
ど
の
取
組
を

推
進
す
る
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
時
、
和
歌
山
県
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
働
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
で
世
界
が
ど
う
変
わ
る
か
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
や
む

を
得
ず
採
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
が
意
外
と
生
産
性
を
落
と
さ
ず
に
済
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
何
も
東
京
の
中
心
地
に
会
社
員
を
集
め
な
く
て
も
い
い
で
は
な
い

か
と
い
う
新
し
い
動
き
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
東
京
一
極
集
中
か
ら

地
方
回
帰
の
流
れ
の
源
と
な
り
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
も
安
く
、
便
利
な
一
方
、

緑
も
豊
か
な
和
歌
山
へ
企
業
に
移
っ
て
き
て
も
ら
お
う
と
か
、
狭
い
都
心
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
テ
レ
ワ
ー
ク
か
ら
、
時
に
は
和
歌
山
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

創
造
力
を
か
き
た
て
て
も
ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
か
、
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
で
い

や
応
な
く
始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
諸
事
業
を
、
こ
の
際
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、

最
上
の
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
と
か
、
官
民
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
和
歌
山
を
実
現
す

る
こ
と
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
災
厄
が
か
え
っ
て
起
死
回
生
の

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

県
民
の
皆
様
も
和
歌
山
県
に
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

2020 年 8月発刊予定号はコロナ禍の影響で休刊とさせて頂きました。


